
平成 18年度入学者選抜学力検査問題

学数

1 監 督者の「始め」の合図があるまでは,開 いてはいけません。

2 検 査時間は,11時 40分から12時 30分までの 50分間です。

3 大 きな問題は全部で 6間で,表 紙を除いて 7ページです。

また,別 に解答用紙が,(1比 (2)の2枚 あります。

4 監 督者の「始め」の合図があったら,す ぐに受検番号をこの表紙と解答用紙

(1ち(2)のきめられた欄に書きなさい。

5 答 えは,で きるだけ簡単な形で表し,必 ず解答用紙のきめられた欄に書き

なさい。

6 監 督者の「やめ」の合図があつたら,す ぐやめて,筆 記用具をおきなさい。

■

■

■

■
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□ 次の1からMまでの問い酷えなさい。
1 ( - 4 )× (-2)を 計算しなさい。

を計算しなさい。

3 ( 3ァ ーノ)一 (2】
―
プ) を計算しなさい。

4 v18+た アを計算しなさい。

5 (メ ー 4 ) (ズ + 4 ) を展開しなさい。

6 ノ ヤまズに反比例し,ィ =3 のとき ノ=1で ある。ノをrの 式で表 しなさい。

7 右 の図で,AB=ACの とき,∠ メの大きさを求めなさい。

8 点 (413)と ノ軸について対称な点の座標を求めなさい。

α９上
３
十α
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9 連立方程式1告「
メ=1 5  を

解きなさい。
キノ=9

1 0  8″ 一 b=ご をαについて解きなさい。

11 右 の図で,ソ〃777のとき,ィ の値を求めなさい。

12 2次 方稗式 メ
!+7斉 -18=0を 解きなさい。

13 絶 対値が 2以 ドである整数は全部でいくつあるか

1 4  右の図の長方形を,直 線

積を求めなさい。ただし,

〃を軸として 1回転させてできる立体の保

円周率はπとする。
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□ 次の 1, 2, 3の問いに答えなさい。
大小2つのさいころを同時に投げるとき, 出る目の数の積が奇数になる確率を求めなさい。

2 図 1のような平行四辺形 ABCDが ある。この平

行四辺形を図 2の ように,頂 点 Bが 頂点 Dに 重な

るように2つ に折ったときにできる折り目PQを 作

図しなさい。ただし,作 図には定規とコンパスを使

い, また,作 図に用いた線は消さないこと。

3 右 の図のように, 2つ の関数 ノ=ガ
2,メ=αィ2

(α>1)の グラフ上のィ座標が 2で ある点をそ

れぞれ A,Bと する。AB=2と なるときのαの

値を求めなさい。

，
，
二

Ｂ

- 3 -
◇M3(207-20)



□ 次のL2の問いに答えなさい。
1 -の 位が 0でない2けたの自然数と,そ の自然数の一の位の数と十の位の数を入れかえてで

きる自然数との和は,11の 倍数になる。このことを, もとの自然数の十の位の数をα, ちの

位の数をうとして,式 を用いて説明しなさい。

2 先 生は,春 子さんと太郎さんに次のような問題を出した。

〔問題〕下の表は,イ ンターネット接続業者である,A社 とB社 の 1か月の利用時間と料

金の関係を表したものである。 1か 月の利用時間が同じとき, 2つ の業者の料金が等し

くなるのは,利 用時間が何分のときか。また,そ のときの料金はいくらか。ただ

し,300分 を超えて利用した場合について考えるものとし, 1分 未満の利用時間は切り

上げ,利 用時間は 1分単位で計算するものとする。

業者名 1か 月の利用時間と料金

A社

利用時間が 0分 から300分 までの場合 利用時間が 300分 を超えた場合

1200円
300分を超えた分について, 1分 に
つき5円ずつ 1200円に加算する。

B社

利用時間が 0分 から240分 までの場合 利用時間が 240分 を超えた場合

600円 皆聾亀辱ら&β挿,3品晋芋上分
に

春子さんと太郎さんは,こ の問題に対して次のように考えた。

〔春子さんの考え方〕

利用時間の変化にともなって, 2つ の業者の料金の差がどのように変化するかを表を

作って調べ・求めることにした。

〔太郎さんの考え方〕

1か 月の利用時間を打分として,A社 の料金とB社 の料金をそれぞれィを用いて表

し,方 程式をつくり求めることにした。

このとき,次 の(1),(2)の問いに答えなさい。

(1)下 の表は,春 子さんが作った表の
一
部である。次の E王 王卜  E王 コ

にあてはまる数を

求めなさい。

利用時間 300夕) 301分 302分

A社 の料金 1200円 1205円 1210円

B社 の料金 円 円 円

2つ の業者の料金の差 ア 1円 円 円

この表から,300分 を超えて利用すると,1分 ごとに料金の差が Eイ コ 円ず
つ縮まるこ

とに春子さんは気づき,2つ の業者の料金の差が 0円 になる利用時間と料金を求めた。

(2)太 郎さんの考え方を利用してィの方程式をつくり,利 用時間と料金を求めなさい。ただ

し,途 中の計算も書くこと。

一- 4 -一
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次の 1,2の 問いに答えなさい。

1 右 の図のように,円 周■の 3点 A,B,Cを 頂点 と

する△ABCが ある。点 Aを ふ くまない方の弧 BC上

に点 Dを とり,点 Bを 通 りDCに 平行な直線 と円と

の交点を Eと し,BEと ADの 交点を 「とする。

このとき, △ABF∽ △ACEを 証明しなさい。

2 図 1は , 円錐の展PTB図である。側面の展開図のおうぎ

形は,半 径 6cm,中 心角 180°になっている。

このとき,次 の(11(2)の問いに答えなさい。

(11 底面の円の半径を求めなさい。

図 1の展開図を組み立てた円錐の頂点を 0,底 面の円の直径

AB, O Bの 中点 を Mと する。図 2の ように,側 面 上にAと

を最短の長さで結ぶ線をひくとき,そ の線の長さを求めなさ

９
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図 2
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□ 図 1の ような, 1辺 の長さが 4 cnlの正方形 Mと ,縦
l cnl,横2 cnlの長方形 S,Tが ある。

次の 1, 2の 間いに答えなさい。

1 図 2の ように,Sと Tの 間を 2 cnlあけて直線 プ上に

固定 し,Mを Sに 接するように直線 プ Lに 置いた。M

は,図 2の 状態か ら動 き始め,毎 秒 l cnlの速 さで直

線 プに沿つて矢印の方向に進み,図 3の ような状態を経

て,図 4の 状態になるまで移動する。動き始めてか ら

ィ秒後の Mと S,Mと Tが 重なった部分の面積の和を

メcIドとする。

このとき,次 の(11,12)の問いに答えなさい。

lll M力 動`き始めてから2秒 後までの,メ とノの関係を

式で表しなさい。

2 図 品のように,Tを 横 にし,Sと
イ
1 の`問を 2 c i nあ

けて直線 〃上に固定し,Mを Sに 接するように直線 ソ

上に置いた。Mは ,図 5の 状態か ら動き始め,毎 秒

l c l l lの速さで高線 rに 沿つて矢印の方向に進み,図

6の ような状態を経て.図 7の 状態になるまで移動す

る。動 き始 めてか ら/秒 後 の Mと S,Mと Tが 車

なった部分の面積の和をプcilドとする。

このとき,次 の1li  1 2 1の問いに答えなさい。

11) rの 変域が 2≦ メ≦ 8の とき,メ の変域 を求めな

さい。

121  Mと Sが 重なった部分の面積 と,Mと Tが 重  _

なった部分の面積が等 しくなるのは Mが 動き始め

てから何秒後か。ただし,ノ =0の 場合は除くものとする。

図 1

Fl[II11       フ

図 3

同日匹コ ソ
図 4

12 1ィとノの関係を表すグラフとして適するものを,ア ,イ .ウ ,工 のうちから 1つ選んで記

号で答えなさい。

竹
ウア

プ
図 6

図 7

また,途 中の計算も書くこと。

-  6  -― ◇M3(207-23)



□
図 1のように,輛 上に亜 に交わる 2本 の離 4物 をひき,

交点に黒の碁石を置いた。プおよびプに平行な直線を横線,777およ

び 772に平行な直線を縦線と呼ぶことにする。横線をひくときは,

それまでにひいた横線の上側にひき,縦 線をひくときは,そ れまで

にひいた縦線の右側にひく。また,横 線と縦線は必ず交わるように

ひく。このとき,次 の規則に従って交点に碁石を置く。

ロ

ハ
　

＞

　

＞

規
　
ア
　
イ

横線をひいたとき,縦 線との交点には自の碁石を置く。

縦線をひいたとき,横 線との交点には黒の碁石を置く。

たとえば,図 1の状態に縦線,横 線,縦 線の順に線をひくと,碁

石の並び方は図 2のようになる。
図 2

このとき,次 の 1, 2, 3の 問いに答えなさい。

1 図 1の状態に縦線,縦 線,横 線の順に線をひいたとき,置 かれた自の碁石の個数を求めなさ

い 。

2 図 1の状態に横線 2本,縦 線 2本 をいろいろな順にひくとき,置 かれる白黒の碁石の並び方

は全部で何通りあるか。

3 操 作Aを 次のように定め,規 則に従って操作Aを くり返し行うとき,次 の(1ち(2)の問いに答

えなさい。ただし, 1回 目の操作Aは 図 1の状態に行い, 2回 日以降の操作Aは ,直 前の操作

Aが 終わった状態に行う。

操作 A:横 線を連続してα本ひき,次 に縦線を連続してα本ひく。

(1)α=3の とき,操 作 Aを ″回くり返し行った。このとき,″ 回目の操作で新たに置かれた

自の碁石の個数を求めなさい。

(2)操 作Aを 5回 くり返し行つた。図 1で置いた黒の碁石もふくめて,黒 の碁石の個数は,白

の碁石の個数より246個多かった。このとき,α の値を求めなさい。ただし,途 中の計算も

書くこと。

■

■

■

■
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